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概要
近年，カウンセリングに特化した Large Language

Model(LLM)の開発が盛んに行われ，様々な観点か
らの評価が必要となっている．我々は，相手の話を
理解していることを示す能力である Active Listening
Skill(ALS)に着目する．カウンセラーの ALSは患者
の自己開示を促すなど，カウンセリングにとって
重要である．本研究では，カウンセリング対話で
fine-tuning した LLM を基にカウンセリングチャッ
トボットを作成し，ALSに関連するいくつかの評価
項目によって当該ボットを評価した．評価の結果，
一般的な LLMと比べて，我々が作成したモデルは
言い換えや要約による ALSによって，自己開示を
ユーザに促すことができることを示した．

1 はじめに
カウンセリングとは，専門知識や技術を持つカウ

ンセラーが相談者の悩みや困りごとの解決や支援
を目的とした対話のことである．最近の調査では，
カウンセリングに対する関心や需要が高まる一方
で，心理的な抵抗，費用や時間などの制限などの障
壁から，多くの人々がカウンセリングを受けていな
い現状が明らかとなった [14]．これらの障壁が低い
カウンセリングチャットボットは，カウンセリング
を受けることに躊躇がある人やカウンセリングを
受けることができない人の助けに繋がることから
開発が盛んに進められている．これに伴い，カウン
セリング対話に必要な知識や能力を Large Language
Model(LLM)に獲得させることを目指した研究が盛
んに行われている [13, 7, 18]．カウンセリングは非
常に複雑で難しいシナリオであるため，カウンセリ
ングドメインに特化した LLMの開発を行う際には
様々な観点からの精細な評価や効果測定が重要と

なる．
本研究では，カウンセリングの中でも重要なスキ
ルである Active Listening Skill(ALS)があまり評価さ
れていないことに着目する．ALSは，相手の発話の
言い換えや要約，共感的な応答などによって，相手
の話を理解していることを示す能力である [3]．適
切な ALSは，効果的なカウンセリングを行うにあ
たって必要不可欠な要素である [15, 8, 9]．患者自身
の自己理解やカウンセラーに対する患者の自己開
示を促すためである．我々は，カウンセリング対話
に関するコーパスを利用して LLMを fine-tuningし，
そのモデルをベースとしたカウンセリングチャット
ボットを開発した．そして，ALSに関するいくつか
の観点から，開発したチャットボットを評価した．
本論文の構成は以下の通りである．2 節では，

ALSに関する対話システムの開発を目指した関連研
究と本研究の位置付けについて述べる．3節では，
我々が開発したカウンセリングチャットボットの詳
細について説明する．4節では，このカウンセリン
グチャットボットを評価するために行った実験につ
いて述べる．最後に，5節で本論文をまとめる．

2 関連研究
Chaszczewiczらは，LLMを活用して，初級カウン
セラーの訓練のために，第 3 者の観点からカウン
セリング応答に関するフィードバックを与えるア
プローチを提案した [2]．上級心理療法専門家のグ
ループと共同設計して，フィードバックのマルチレ
ベル分類を開発した．また，400件のカウンセリン
グ会話に対して，包括的なフィードバックアノテー
ションを行い，そのデータセットを公開した．この
データセットには，基本的なアクティブリスニング
の原則に沿っているかをフィードバックするための
アノテーションも含まれている．しかし，ALSの各
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図 1 チャットボットのインターフェース

要素を細かく分類し，カウンセリング対話に対して
それらの細かい要素を評価することは行われてい
ない．我々は，言い換え/要約/共感という観点から
ALSに関して細かく評価を行う．

Demasi らは，自殺防止ホットラインのカウンセ
ラーを訓練するために，LLMによる仮想の患者に
よってシミュレーション訓練を行うフレームワーク
を提案した [4]．シミュレーション訓練によって得
られた会話に対して，ALS，de-escalation戦略，社会
的規範などの 25の評価を行い，アノテーションし
た．この研究は，実際の人間の患者を対象としてい
るわけではない．また，実際にカウンセリングを受
けた人間によってカウンセラーの ALSの評価が行
われていない．我々は，実際の人間の被験者を患者
役としてカウンセリング対話を行う実験を実施し，
カウンセリングチャットボットの ALSを被験者に
よって評価した．

3 カウンセリングチャットボット
3.1 カウンセリングドメインに特化した

LLMの fine-tuning
本研究では，一般的な対話データセットによって

訓練された LLMをベースとし，カウンセリングに
関する対話データセットによる fine-tuningを行うこ

とで，カウンセリングドメインに特化した LLMを
開発した．我々は，ベースの LLMとして Llama[16]
を採用した．Llama-3-8B1）に対して，日本語の会話
データセット2）で追加訓練が行われたモデル3）を使
用した．
我々は，上記の LLMに対して，2つのデータセッ
トを用いて fine-tuning を行った．1 つは，人間と
チャットボットが人生の問題について話し合う英語
の会話データセット4）を日本語に翻訳することで，
新たにデータセットを作成したものである．これ
は，99,469会話が収録され，約 10ターン (発話と応
答)で 1つの会話が構成される．もう１つは，カウ
ンセラーと患者の実際のカウンセリング対話を収集
した PDFファイル [19]からデータを抽出したもの
である．これは，3つの会話が収録され，それぞれ
92，62，17のターン (発話と応答)で構成される．
これらのデータセットを利用して，表 1 に記載
された訓練設定により，fine-tuningを実施した．計
算資源の都合上，LoRA[10] を使用して fine-tuning
を行った．我々が fine-tuning を行ったモデルを

1） https://huggingface.co/meta-llama/Meta-Llama-3-8B-Instruct
2） https://huggingface.co/datasets/fujiki/japanese hh-rlhf-49k
3） https://huggingface.co/haqishen/Llama-3-8B-Japanese-Instruct
4） https://huggingface.co/datasets/jerryjalapeno/nart-100k-

synthetic
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表 1 fine-tuningの訓練設定
epoch 2
batch size 1
learning rate 2e-4
weight decay 0.001
warmup ratio 0.03
gradient accumulation steps 16
max sequence length 512

図 2 評価実験の流れ

huggingface上で公開している5）．
3.2 カウンセリングチャットボットの
開発
我々は，前述したカウンセリング対話に特化して

fine-tuning を行った LLM を基に，カウンセリング
チャットボットを作成した．具体的には，機械学習
モデルのデモを行う Webアプリケーションを GUI
上で作ることができる Pythonのライブラリ Gradio6）

を利用した．作成したチャットボットは，ユーザの
発話を起点として，ユーザとシステムが 1回ずつ交
互に発話を行うことで，テキストベースの対話を実
施する．図 1で示すように，モデルに与える prompt
や応答生成時のハイパーパラメータを GUI上で操
作できる仕様である．

4 Active Listening Skillの評価実験
4.1 実験設定
本研究では，チャットボットによる ALSの効果

測定を行った研究 [17] を参考に，図 2 に示すよう
5） https://huggingface.co/

bbookarisara/arisara llama3 8b for mental therapy
6） https://www.gradio.app/

な評価実験を設計した．具体的には，カウンセリ
ングに関わる 4 つの質問トピックについて，それ
ぞれ 10回のやり取り (発話と応答)が行われるイン
タビュー対話を実施した．インタビュー対話の設
定については，被験者を話し手，チャットボット
が聞き手，すなわち被験者が患者，チャットボッ
トがカウンセラーとなることを想定した．カウン
セリング対話に特化した LLM(以下 LLM(fine-tune)
と記す) に対する比較対象として，カウンセリン
グドメインの fine-tuning を行っていないベースの
LLM(LLM(pre-train) と記す) を採用した．被験者に
は，2つのモデルのうち，どちらか 1つとのみ対話
を行ってもらった．実験には，26 名の日本人大学
生 (19歳～28歳：男性 10名，女性 16名)が被験者
として参加した．被験者は 2つのモデル群のいずれ
かに無作為に振り分けられた．全てのトピックにつ
いて対話を行った後，ALSに関する評価を行うため
のアンケートに回答するよう被験者に依頼した．ま
た，チャットボットとの対話や対話システムの利用
に慣れてもらうことを目的として，被験者にはイン
タビュー対話を始める前にチャットボットと雑談を
実施してもらった．さらに，チャットボットとの対
話に対する被験者のモチベーションを事前に調査
した．

Xiaoらが実施した実験 [17]を参考に，カウンセリ
ングに関わる 4つの質問トピックは，以下とした．

1. 2–3文であなた自身について教えてください。
2. 暇な時には何をして楽しんでいますか？
3. あなたの一番良いところは何ですか？
4. 現在直面している最大の課題は何ですか？
モデルに対して「あなたは親切で楽しい精神療法助
手です。(トピック文)という質問について、インタ
ビュー会話を行ってください。」という promptを与
えて，被験者が該当の質問トピックに回答するとこ
ろから対話をスタートするよう設定した．

4.2 評価項目
本研究では，カウンセリングチャットボットに対
する ALSの評価項目として，次の 4つの指標を設定
した．

• チャットボットはあなたの話をどの程度理解し
ていると感じましたか？ (総合評価)

• チャットボットはあなたの話をどの程度適切に
言い換えられていましたか？ (言い換え評価)
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表 2 実験結果：被験者の平均スコアと標準偏差 (右下の数値)

モデル 事前評価 ALS評価 印象評価
モチベーション 総合 言い換え 要約 共感 自己開示 信頼感 親密感

pre-train 3.310.95 2.771.24 3.461.56 3.081.71 4.082.02 4.081.50 2.150.99 2.691.44

fine-tune 3.920.75 2.850.99 3.921.04 3.311.11 3.151.52 5.081.44 2.461.27 2.621.19

• チャットボットはあなたの話をどの程度適切に
要約していましたか？ (要約評価)

• チャットボットはあなたの話に対してどの程
度共感してくれていると感じましたか？ (共感
評価)

言い換え，要約，共感は ALSを構成する代表的な要
素であり [3]，総合評価とは別にそれぞれを個別に
評価する．また，チャットボットが有するALSの効
果測定を行うために，次の 3つの指標も設定した．

• 対話システムに対してどの程度自己開示できま
したか？ (自己開示)

• 対話システムをどの程度信頼できましたか？
(信頼感)

• 対話システムに対してどの程度親しみを覚えま
したか？ (親密感)

カウンセリングにおける ALSの大きな意義として，
ユーザからの自己開示を促し，効果的な治療へと繋
げることが挙げられる [11, 6, 12]．また，カウンセリ
ングにおいてALSの効果として，ユーザと信頼感や
親密感を築くことが挙げられる [1, 5]．これらの評
価項目のそれぞれに対して，7段階のリッカートス
ケールで回答するよう被験者に依頼した．被験者の
モチベーションを調査する事前評価では，「チャッ
トボットと雑談をしてみて、今から始まるインタ
ビュー対話にどの程度興味が湧きましたか？」と
いう項目を設け，前述の評価項目と同様，7段階の
リッカートスケールで回答するよう被験者に依頼
した．

4.3 実験結果
実験の結果を表 2 に示す．2 群間で事前のモチ

ベーションに統計的に有意な差はなかった．また，
ALS評価と印象評価の全ての項目で統計的に有意な
差は見られなかった．ALS評価では，共感以外の項
目で fine-tuning後のモデルが優れた評価を得た．共
感において fine-tuneが pre-trainよりも低い評価を得
た原因として，fine-tuningに利用した対話コーパス
に共感的なやり取りが少ないからであると予想さ

れ，今後の詳細な調査が必要であると考える．
印象評価では，自己開示と信頼感の項目で fine-

tuning後のモデルが優れた評価を得た．一方で，親
密感は，優れた評価を得られなかった．カウンセリ
ング対話による fine-tuningを行ったことで，カウン
セラーという役割を踏まえて丁寧な対話を行う傾向
が強くなり，フランクさやカジュアルさが失われた
ことが要因であると考察する．
全体的な結果から，通常の LLMと比べて，カウ
ンセリングドメインによる fine-tuning後のモデルは
言い換えや要約によってALSを示すことにより，自
己開示をユーザに促すことができる能力を有してい
ると言える．本実験は，カウンセリングコーパスに
よる fine-tuningが，良好なカウンセリング対話シス
テムの開発に繋がる可能性を示した．

5 おわりに
本研究では，カウンセリングの中でも重要なスキ
ルである Active Listening Skill(ALS)の観点からこの
チャットボットの有効性を評価した．実験の結果，
一般的な LLMよりもカウンセリングドメインに特
化した LLMの方が優れた ALSを有していることを
示した．また，患者との信頼感を形成し，自己開示
を促す効果があることを示した．
今後は，今回の実験で収集した対話データに対し
て ALSに関する評価項目をアノテーションするこ
とで，ALS評価ラベル付きカウンセリング対話コー
パスを公開することを目指す．また，これらの対話
コーパスを利用して，ALSを自動評価するための手
法の開発などに取り組むことを検討している．
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